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１ 題材名 布製品をリメイクして生活を豊かにしよう 

 

２ 授業構想と探究への手立て 

 本題材では，題材全体を貫く課題として「健康・快適で持続可能な衣生活のためにはどのようなこと

が大切なのだろうか」と設定し，学習を展開していく。最初に，衣服のはたらきや目的に応じた着用，

個性を生かす着用および衣服の適切な選択についての知識を身に付ける。さらに衣服の材料や状態に応

じた日常着の手入れについて理解し，しみ抜きや洗濯の実践を通して技能を身に付けていく。そして，

製作に必要な材料，用具，製作手順，時間等の見通しをもち，目的に応じた縫い方や製作方法，ミシン

やアイロン等の用具の安全な取扱いについて理解し，製作が適切にできるようにする。そのうえで，資

源や環境に配慮し，生活を豊かにするために布を用いた物の製作計画を考え，リメイク製作を行ってい

く。生徒の身近な生活の中から問題を見いだし，生活を豊かにすることや，資源や環境に配慮すること

に関する課題を設定して製作を行うことで，よりよい衣生活を工夫し創造しようとする実践的な態度や，

資源や環境を大切にしようとする態度の育成につなげていきたい。 

 本時においては，よりよい衣生活を目指して自分の衣生活を振り返り，これまでの学習を生かしたリ

メイク製作を行い，製作したリメイク作品を実際に自分の生活に取り入れてみて見いだした問題から課

題を設定し，その課題を解決するための方法を考えていく。その手立てとして，リメイク製作の過程で

気付いたことやリメイク作品を使ってみて気付いたことについて，写真とともに書き込んだり，友達の

作品や気付きを他者参照したりすることができるよう，オンライン掲示板アプリ「Padlet
パドレット

」を活用する。

また，リメイク製作がこの 1回きりで終わってしまうのではなく，もしもう一度リメイク製作を行うと

したらどのような改善をするかを考えることで，リメイク製作が自分のよりよい衣生活を送っていくう

えでの一つの選択肢となることを目指したい。一人一人の小さな行動の積み重ねで，豊かな資源や環境

を守り，持続可能な衣生活につなげる実践的な態度を育んでいく。 

 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・衣服と社会生活との関わりが分かり，目的に

応じた着用，個性を生かす着用及び衣服の

適切な選択について理解している。 

・衣服の計画的な活用の必要性，衣服の材料や

状態に応じた日常着の手入れについて理解

しているとともに，適切にできる。 

・製作する物に適した材料や縫い方について

理解しているとともに，用具を安全に取り

扱い，製作が適切にできる。 

衣服の選択，材料や状態に応じた

日常着の手入れの仕方，生活を豊

かにするための布を用いた物の製

作計画や製作について問題を見い

だして課題を設定し，解決策を構

想し，実践を評価・改善し，考察

したことを論理的に表現するなど

して課題を解決する力を身に付け

ている。 

よりよい生活の実現に向けて，衣

服の選択，材料や状態に応じた日

常着の手入れの仕方，生活を豊か

にするための布を用いた製作に

ついて，課題の解決に主体的に取

り組んだり，振り返って改善した

りして，生活を工夫し創造し，実

践しようとしている。 

 

４ 題材全体の流れ（全５時間） 

・自分の衣生活を振り返り，学習したことを活かしてリメイク製作をする。（４） 

・リメイク製作を振り返り，よりよいリメイク製作のための改善点を考える（１・本時） 

 

５ 本時の学習（第５時／全５時間） 

(1)ねらい 

持続可能な衣生活をめざし，リメイク製作や友達との情報交換をもとに，次の製作のための改善点

について考え，表現することができる。 



(2)展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．リメイク作品の製作や実際に使ってみて感じ

たことや考えたことなどについて振り返り，

オンライン掲示板アプリに入力する。 

・計画より製作に時間がかかった。 

・お気に入りだったＴシャツのプリントの配

置を工夫して作ったから愛着がわいた。 

・製作した巾着袋のおかげでカバンの中が整

理された。 

・ペンケースのサイズが合っていなくて，い

つも使っているペンが入らなかった。 

・クッションの綿が少なくて，手触りがあま

りよくなかった。 

 

３．友達と作品を見せ合ったり相談したりして改

善に向けての情報交換をする。 

・Ｔシャツのプリントをうまく配置したクッ

ションでいいと思う。 

・この部分を縫うのではなく，接着剤や両面

テープを使って貼れば時間短縮になると

思う。 

・この部分は手縫いするよりミシンで縫う方

がキレイだし，早く仕上がると思う。 

 

 

 

 

 

４．もう一度作品を製作するとしたら，どのよう

な改善点を加えていくかについて考える。 

・ミシンを使いこなす自信がなくてすべて手

縫いで製作したけど時間がかかってしま

ったから，接着剤や両面テープを使う部分

やミシンで縫う部分も取り入れる。 

・縫いしろのことをあまり考えずに布を切っ

てしまってサイズが足りなかったから，縫

いしろのことを考えて丁寧に型紙を作っ

てから布を切るようにする。 

・クッションに綿を入れた後，そのままミシ

ンで縫ってしまって一辺だけ見た目が悪

くなってしまったので，友達に教えてもら

った「コの字とじ」で縫い閉じる。 

・使わなくなった布製品をせっかくリメイクして

も使わなかったらもったいないこと，次にもう一

度製作するときにはもっと使いやすいものやも

っと使いたくなるものにしていく必要があるこ

とをおさえ，今回の製作にどのような改善点を加

えるかを考える必要性を引き出す。 

 

 

 

・「持続可能な衣生活」，「大きさ」，「手触り」，

「デザイン」など，振り返るときに注目するポイ

ントを示しておく。 

・いつでも自由に他者参照ができるよう，オンライ

ン掲示板アプリを使う。 

・これまでの振り返りシート，オンライン掲示板ア

プリでの記録，ワークシート，作品などを実際に

見ながら考えるよう促す。 

・書き出すのに戸惑う生徒には，声をかけ，実際に

使ってみてどうだったか対話をし，ワークシート

や chromebook などを使いながら一緒に思考の整

理をして書き出していく。 

 

・まずはグループの中で情報交換を行い，クラス全

体で自由に情報交換を行う。 

・オンライン掲示板アプリの写真を見れば完成品

をなんとなく知ることはできるが，感触や使用感

など実際に触らないと分からない部分もあるこ

とを事前におさえておく。 

・コメントを入力することに集中してしまってい

る場合は，コメントは端的に書き，詳細は対話し

て伝えるよう声をかける。 

・グループの友達に対して，似た実践をしていた友

達に対して，自分もやってみたいと思った実践を

していた友達に対して，など情報交換をする相手

に偏りが出ないように留意する。 

 

・なぜそのような改善点を加えるのか，根拠につい

ても明確にするよう促す。 

・困ったときにはいつでも友達と相談してもよい

と伝えておく。 

・オンライン掲示板アプリなどを読み返したり，友

達と話したり一緒に考えたり，インターネットで

調べたり，一人でじっくり考えたり，考える方法

は自分で自由に選択できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

リメイク製作を振り返り，よりよいリメイク製作のための改善点を考えてみよう 

【評価の観点（思考・判断・表現）】 

持続可能な衣生活をめざし，リメイク製作や友達との

情報交換をもとに，次の製作のための改善点について

考え，表現している。 

（評価方法 発言・オンライン掲示板アプリの記述） 



６．本時の学習を振り返る。 

・幼い頃お気に入りだったＴシャツが着られ

なくなってから捨てることができず，ずっ

とクローゼットに眠っていたけれど，クッ

ションにリメイクすることで，お気に入り

のアイテムとして部屋で使うことができ

ています。綿を入れた後の縫い閉じ方の見

た目が少し悪くて納得できていなかった

けれど，友達から「コの字とじ」ならきれ

いに縫い閉じることができると聞いたの

で，やってみたいと思いました。着られな

くなったＴシャツがまだ家に何枚かある

ので，コの字とじで縫い閉じたクッション

にチャレンジしてみたいです。 

・使わなくなったハンカチを使って巾着袋を

作り，今は小物をまとめてカバンの中を整

理することができるようになりました。今

回使ったハンカチは無地だったので，巾着

袋がかなりシンプルな仕上がりになりま

した。友達がポーチに刺繍をしているのを

見て，シンプルなデザインも悪くないけれ

ど，刺繍を入れるとよりオリジナリティが

あっていいかもしれないと思いました。次

に作るときは少し刺繍も入れてみたいで

す。せっかくリメイクするなら長く使える

ものを作って，捨ててしまう布製品を少し

でも減らせるといいなと思いました。 

・これからの自分のよりよい衣生活という視点で

振り返りを行っている生徒をとらえ，価値づける

ことで，今後の生活につなげていきたい。 

 

(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

持続可能な衣生活をめざし，リメ

イク製作や友達との情報交換をも

とに，次の製作のための改善点に

ついて考え，改善を加える根拠を

明確にして具体的に表現すること

ができる。 

持続可能な衣生活をめざし，リ

メイク製作や友達との情報交

換をもとに，次の製作のための

改善点について考え，表現する

ことができる。 

ワークシートや写真を見ながらうまくいった

ところとうまくいかなかったところについて

一緒に確認し，うまくいかなかったところをど

うすればよりよい製作になるか問いかけるな

ど，思考のプロセスを一つずつ具体的に提示し

ていく。 

 


